
電動車を活用した停電対策

～フェーズフリーな防災を考える～

神戸市危機管理室
担当係長 山田



避難所となる市内小中学校（約250校）

 平成26年～27年 小型ガス式発電機

 平成30年～令和2年 非常用蓄電池

 平成30年 ＬＰガス発電機（六甲山小学校）

◎避難所への停電対策



〇フェーズフリー

平時・災害時を問わず活用できる機能を
指す防災のコンセプト

〇産・学・官連携

◎課題解決に向けて

× ×



兵庫日産自動車㈱等 ３社（令和元年11月）
兵庫三菱自動車販売㈱等 ２社（令和２年1月）
神戸地区トヨタ販売店等 ９社（令和２年11月）

 兵庫県内で約500台以上の車両を確保

◎事業者との協定による電動車の確保



• 蒸気タービン発電機最大１５，２００kWの発電能力

• 停電時でも自立稼働可能

• 急速充電器１基、普通充電器４基を整備

◎港島クリーンセンター



◎災害時給電サイクル

⑤避難所へ
出発

④港島ＣＣで
充電

充 電給 電

②避難所等で
給電

③港島CCへ
移動

①協定により
配車



• システムから給電要請を一斉配信
• 防災チャットボットを通し、マッチング
• 活動状況を一元管理

◎給電サポーターマッチングシステム



• 電動車などから給電することにより、施設の一部の照明な
どをそのまま使用することができる。

• 簡易で安価

• １，５００Ｗの消費電力で４０~６０時間の給電が可能

• 避難所となる全小中学校に設置（令和4年度から実施）

◎外部給電・神戸モデルの取り組み



◎神戸市総合防災訓練（令和３年１２月５日 魚崎小学校）



httpswww.youtube.comwatchv=NXg-KSpELac

◎訓練動画




